
会員増強のための活性化会議 グループワーク資料 

（配布資料①） 
 

地域薬剤師会名：（一社）春日部市薬剤師会 

地域薬剤師会代表者名：  高橋 清哲   

 

① 数値目標 

• 現会員数：A 会員   66   名  B 会員  11    名 

• 目標会員数：A 会員（＋9.41％）： ６ 名 B 会員（＋11％）： １ 名 

 

② 具体策（3 項目） 

■施策①（すぐできること） 

内容：非会員薬局への再度入会を促す連絡をする 
   「新卒薬剤師 初年度会費無料キャンペーン」を紹介する 
 
エストの導入に伴い、会員・非会員の住所が確認できているので非会員薬局に入会を
促す資料を送付してみる。 
 

開始時期：７月 

 

 

 

 



■施策②（少し頑張ればできること） 

内容：地域活動参加証明などを会員限定にする（健康フェア、医療救護訓練など） 
費用対効果の具体的な入会によるメリットが解る資料を作製する 

 
健康フェアや医療救護訓練に参加出来る薬剤師を会員に限定することで B 会員
の入会を促す（かかりつけ薬剤師「服薬指導加算」） 
会費を払うメリットがあると思える資料を作製する（夜間休日当番、学校薬剤
師などの手当て、新型コロナワクチン接種の時の時給などを載せる） 
在庫共有システム（ｅストック）の活用による在庫融通、不動在庫処理 
連携強化加算 算定のメリット（+５点）加算に至るまでの手続き資料 

開始時期： 8 月 

 

■施策③（新しい挑戦） 

内容：実習生へのアピールを実施する 

新卒の薬剤師は給与面などで会費を捻出することが難しい、県薬の会費無料キ
ャンペーンや施策②で作った資料などで将来的にどれくらいの収入アップが見
込めるかなどの情報を提供する。 
認定薬剤師、地域医療貢献などで企業の人事考課のプラス評価になるメリット 
研修会に無料参加などで自己研鑽によるスキルアップ 

 

開始時期： 10 月  

 

③ 想定される課題（任意） 

 
 
 
 

 

④ 埼玉県薬剤師会への支援要望（任意） 
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